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継続時間の長いガンマ線バースト（long GRB）の少なくとも一部は大質量星の重力崩壊によって引き起こされ
ると考えられている。しかし、long GRBの発生頻度は一般的な重力崩壊型超新星 (CC SN)の発生頻度にくらべて
遥かに少なく、どのような条件の下で大質量製の重力崩壊が long GRBを引き起こすのかはよく分かっていない。
恒星進化の理論モデルは long GRBの発生には起源となる星の金属量が少ないことが必要であると示唆してい

る。また long GRB母銀河の観測においても、long GRB母銀河は同程度の赤方偏移のCC SN母銀河よりUV光
度が統計的に暗いことや、long GRB母銀河には Lyα輝線の強い銀河が多いことが知られており、long GRBが低
金属量の領域で発生しやすいとする理論予想と定性的に合致する。しかし、分光観測によって母銀河の金属量が
知ることができるのは近傍（z < 0.5）で起きた少数のGRBにかぎられており、銀河のUV光度や Lyα輝線強度
を定量的に金属量と結びつけるのは難しい。
この研究では、宇宙論的流体シミュレーションを用いて赤方偏移 z ∼ 1.0 銀河の性質を再現し、金属量ごとの

星生成領域がどのようなUV 光度の銀河に属しているかを調べる。得られた結果を観測されたGRB母銀河、CC
SN母銀河の光度分布と比較することで、long GRBが発生する金属量の条件について母銀河観測に基づいた定量
的な議論を行う。


